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第81号　令和３年５月17日

世帯数と人口（市民課調べ）
令和３年５月１日

区 世帯数 男 女 計
古　町 153 188 223 411
宮　前 86 111 106 217
大　出 225 270 300 570
上　田 112 125 130 255
勝　弦 188 212 203 415
計 764 906 962 1,868

第81号

　

貴
方
に
は

地
域
の
中

で
「
気
心
の

知
れ
た
お
友

達
が
い
ま
す

か
？
」
と
問
わ
れ
た
事
が
あ
る
。

す
ぐ
に
「
イ
エ
ス
」
の
返
事
を
返

す
事
が
出
来
ず
、
一
瞬
立
ち
止
ま

っ
て
し
ま
っ
た
。
職
場
の
友
は
い

つ
し
か
遠
の
き
、
地
域
活
動
で
の

友
は
、
そ
の
時
々
の
「
仲
間
」
に

過
ぎ
ず
、
事
が
終
わ
れ
ば
去
っ
て

い
く
。
公
民
館
の
活
動
の
一
歩
は

「
仲
間
づ
く
り
」「
つ
な
が
り
づ
く

り
」
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
言

う
。
今
と
な
っ
て
は
、
友
情
の
深

ま
り
は
期
待
で
き
な
く
て
も
、
共

に
「
集
い
」「
歩
み
」
楽
し
ん
だ
、

そ
の
証
と
し
て
の
心
の
繋
が
り
は

生
き
て
い
る
様
な
気
が
す
る
。
老

若
男
女
を
問
わ
ず
顔
と
言
葉
で
繋

が
る
日
常
こ
そ
「
真
の
友
」
以
上

に
大
切
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

背
の
び
せ
ず
ゆ
っ
く
り
と
時
が
流

れ
る
日
常
を
大
切
に
し
ま
す
。

一
緒
に
歩
み
ま
し
ょ
う
！

北
小
野
公
民
館
長
　
神 

戸
　
保
　

友
達
に
な
ろ
う

花桃を植栽する「里の守人たち」

志（こころざし）高く
守ろう自然
育てよう美しい景観
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　好きなことを好きな時間を見つけて過ごしている皆さん。わずかな時間であっても考え工夫をしながら、集中しているひと時は貴方にとって「至福の時」かも知れません。
地域の方々とも交流し、共通の話題に花が咲いています。決して全てが成功している訳ではありませんが、工夫を重ねこれからも、好きな事に挑戦しながら、家庭や地域の中で自分自身を高めていきたい思っている皆さんです。

小さな夢が大きく広がっている、大勢の皆さんがいる中で地域のごく一部の皆さんの紹介です。　（以下、取材　神戸）

　朝、６時に霧訪山を目指して登山道
を歩く事が日課だ。一日２回往復する
時もある。山頂の空気と、360 度の
パノラマは最高の癒しと言う。いくつ
ものルートを開拓しながら山頂へ。下
山して小学生の登校の見守りも欠かず
行っているスーパーマンだ。

冨
永
久
喜
さ
ん

　三十一文字に想いを綴り17年。生活の
中に短歌の世界がある。月１回の短歌会は
お互いの短歌を選評しながら切磋琢磨し
ている。全国短歌フォーラムで３回入賞に
輝いた実力派。若い頃、詩や随筆を綴り、
文学少女に憧れた時期もある。人生設計
を描きながら今日も目標に向かっている。

宮
坂
栄
さ
ん

　晩秋の仕事はもっぱら「漬物づく
り」だ。大きな桶一杯に、白菜、カ
ブ、だいこんなど、品や味を変え作る
と言う。作り方で味が変わることも楽
しみのひとつだ。家で食べるより、知
人におすそわけして喜んでもらってい
ると言う。味は最高だった。

足
助
不
美
さ
ん

　薪ストーブを愛する一人だ。薪割り
は機械やナタを使いながら「冬越し」
の薪作りが日課ともなっている。切り
出した大木を刻みながら薪にしていく
姿は、職人だ。部屋中を暖かくする薪
ストーブ。積み上げられた薪はひと冬
で消化すると言う。

竹
内
正
之
さ
ん

　情景を浮かべながら歌っている時は、
適度な緊張感と刺激がある。コーラス
グループ「やまびこ」に加入して30年
近い。何百もの楽譜の中から、ひとり
口ずさむ曲も多く、生活の中に潤いを
感じていると言う。仲間とのおしゃべ
りも楽しいと笑顔で語ってくれた。

杉
野
節
子
さ
ん

　40 代の頃から、地域の歴史などに
「とりこ」になっている。調べれば調
べる程奥が深くのめりこんでいくと言
う。史談会長として史跡の足跡をたど
りながら、地域学習の講師を務めるな
ど活躍の場が広い。小学生の地域巡り
での分かりやすい説明が人気だ。

古
厩
敬
一
さ
ん

　辰野町の絵本講座の代表を務め、両
小野学園（保小中）での読み聞かせは
年間を通し会員と行っている。「スマ
ホ」やパソコンの時代でも、絵本の楽
しさを「生の声」で語り、本に興味を
持ってほしいと願っている。朗読ボラ
ンティアなど「幅広く活躍中」。

沖
山
ほ
づ
え
さ
ん

　家庭菜園が得意だ。自宅裏の畑で、
あらゆる季節の野菜づくりに挑戦してい
る。思いついたらすぐに種や苗を調達
する行動派。作物に感謝しながら、四
季折々の自然の恵みを味わえる喜びを、
家族団らんの中で感じていると言う。

神
戸
和
美
さ
ん

　初めてギターを手にしたのは大学生
の頃。仕事の関係でブランクもあった
が、今でも弾いている。伴奏と旋律が
ひとつの楽曲で出来るのが魅力と言
う。ギターは高価だが、腕前は「今
一」と笑っていた。バッハの曲が好き
と言う。ぜひ聞いてみたい。

吉
田
邦
さ
ん

－余暇時間を大切にしています－
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　好きなことを好きな時間を見つけて過ごしている皆さん。わずかな時間であっても考え工夫をしながら、集中しているひと時は貴方にとって「至福の時」かも知れません。
地域の方々とも交流し、共通の話題に花が咲いています。決して全てが成功している訳ではありませんが、工夫を重ねこれからも、好きな事に挑戦しながら、家庭や地域の中で自分自身を高めていきたい思っている皆さんです。

小さな夢が大きく広がっている、大勢の皆さんがいる中で地域のごく一部の皆さんの紹介です。　（以下、取材　神戸）

地域の達人たち

　

憑
の
里
が
一
望
で
き
る
高
台
、
霧
訪
山
の
玄
関

口
。
近
く
に
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
や
、
子
ど
も
を

守
る
天
神
様
の
祠
が
鎮
座
す
る
絶
好
の
散
歩
コ
ー

ス
が
、
斜
面
の
樹
木
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、「
獣
道
化
」

し
て
い
る
状
況
を
見
か
ね
て
立
ち
上
が
っ
た
「
里

の
守
人
」
た
ち
。
所
有
者
の
了
解
を
得
な
が
ら
伐

採
作
業
が
ス
タ
ー
ト
。
気
持
ち
を
同
じ
く
す
る
仲

間
も
増
え
、
10
名
程
で
汗
を
流
し
て
い
る
。
霧
訪

山
に
訪
れ
る
人
の
た
め
に
と
、
木
製
の
ベ
ン
チ

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
志
の
あ
る
地
域
の
方
か

ら
「
花
桃
」
の
苗
木
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
植
栽
。

自
然
の
美
し
さ
の
中
に
、
色
と
り
ど
り
の
花
々
が

咲
く
日
が
待
ち
遠
し
い
。
前
農
業
委
員
の
経
験
か

ら
、
遊
休
農
地
や
里
山
の
景
観
に
は
人
一
倍
の
思

い
入
れ
が
あ
る
。
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
に
行
動
に

移
す
タ
イ
プ
で
、
今
日
も
元
気
な
掛
け
声
が
里
山

に
響
い
て
い
た
。
憑
の
里
の
景
観
を
守
り
、
未
来

に
繋
げ
る
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
が
い
た
。�
（
神
戸
）

里の守人たち 会長
赤羽　功さん（大出）

憑
の
里
に
賑
わ
い
を
！

　

10
年
程
前
、
趣
味
で
始
め
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
。

今
で
は
３
箇
所
の
畑
に
12
種
類
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
育

て
て
い
る
。
冬
場
に
剪
定
作
業
、
数
回
の
肥
料
や
摘
果

作
業
。
手
は
か
か
る
が
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
お
客
さ
ん

の
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
と
、
立
ち
止
ま
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
言
う
。

　

何
ヵ
所
か
の
直
売
所
に
置
い
た
り
、
畑
で
の
摘
み
取
り

も
可
能
で
、
家
族
連
れ
な
ど
に
喜
ば
れ
て
い
る
。
先
祖
が

残
し
て
く
れ
た
広
大
な
土
地
で
、
き
の
こ
栽
培
や
、
植
樹

も
行
う
な
ど
休
む
暇
は
な
い
。「
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な

い
タ
イ
プ
で
、
朝
か
ら
陽
が
沈
む
ま
で
動
い
て
い
る
」
と

奥
さ
ん
は
微
笑
ん
で
い
た
。
最
近
で
は
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼

虫
を
育
て
、
来
園
者
に
安
価
で
販
売
す
る
と
言
う
。
将
来
、

子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
を
招
い
て
、
自
然
の
中
で
楽

し
く
過
ご
す
場
所
を
提
供
し
た
い
と
夢
は
広
が
る
。
地

域
の
仲
間
と
共
に
、
住
み
や
す
い
環
境
を
守
り
な
が
ら
、

人
生
の
生
き
が
い
を
見
つ
け
た
義
郎
さ
ん
。
そ
の
毎
日
は
、

夫
婦
で
築
い
た
「
楽
園
」
な
の
だ
。�

（
神
戸
）

趣味が講じたブルーベリー
武居　義郎さん（勝弦）

夫
婦
で
二
人
三
脚
！

　コンピューター、パソコン、スマー
トフォンなどの技術関係に精通してい
る。技術を駆使して、猿の出没調査や
霧訪山の入山者調査など、幅広く活躍
している。探究心が旺盛の一人だ。

横
澤
幸
男
さ
ん

　えんぱ～くで「学び合い寺子屋」を
運営している。受け身でなく自立した
人間形成を目指していると言う。これ
からの、たのめの里の教育の在り方を
常に考えている一人だ。

古
厩
一
さ
ん

　誰もが楽しめて、健康に繋がるスポ
ーツを目指している。毎週、ニュース
ポーツを仲間と楽しみながら、自らの
体力づくりに繋げている。体協の会長
として様々な方の意見に、耳を傾けて
地域スポーツを推進したいと言う。

米
山
公
介
さ
ん

－余暇時間を大切にしています－
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北小野公民館長 神 戸 　 保

北小野副公民館長
（北小野支所長） 米 山 　 満

北小野公民館主事 丸 山 敏 明

分 館 長 分館主事

古　町 米山秀比古 赤 羽 　 修

宮　前 柳 澤 正 年 今 井 斐 子

大　出 滝 　 正行 中 澤 柳 二

上　田 小 野 正 守 横 沢 正 明

勝　弦 大 井 　 毅 吉 江 　 誠

令和 3 年度 北小野公民館役員

地域に寄り添い、頑張ります
� よろしくお願いいたします

行事（学習） 内　　　容

幼年教育
青少年学習

・たのめにこにこ広場　他
・コミュニティ・スクール活動

成人学習
・地域課題学習
・人権学習（地区・分館）
・春夏秋セミナー　他
・たのめ「教育の日」

地域文化学習 ・ふるさと歴史研修会
・ふるさと歴史講座　他

高齢者学習
・生きがい講座
・高齢者学習会
・いきいき貯筋倶楽部　他

健康教室 ・ウォーキング、バランスボール

はんごうすいさんと
キャンプ

７月17日㈯
・国立信州高遠 青少年自然の家

北小野地区文化祭 10月23日㈯・24日㈰
・展示、ステージ発表　他

情報活動 ・公民館報「きたおの」発刊
・ミニコミ誌発行

北小野公民館事業（予定） 北小野体育協会事業（予定）

大 会 名 種　　目 開 催 日

支
部
対
抗
球
技
大
会

春季球技大会 ソフトバレー 中止

お盆球技大会 野球、ソフトボール
（チーム対抗） ８月15日㈰

秋季球技大会 ワンバウンド
ふらば～るバレー 11月14日㈰

冬季球技大会 ペタンク ２月20日㈰

個
人
戦

第27回
マレットゴルフ大会 マレットゴルフ ６月６日㈰

第41回ゴルフ大会 ゴルフ ５月29日㈯

第42回ゴルフ大会 ゴルフ 10月９日㈯

北小野地区運動会 運動会 10月10日㈰

日本土真ん中ウォーク ウォーキング
（もみじ山周辺） 10月23日㈯

市民体育祭夏季大会
卓球、剣道、バドミ
ントン、スポーツ吹
矢、ゴルフ　他

７月中旬

各種スポーツ教室など

ウォーキング 未定

そば打ち教室 11月20日㈯

ニュースポーツ教室 ４月～翌３月　第１・３水曜日

霧訪山登山 未定

ゲートボール交流大会 ９月４日㈯

公民館・体協事業

北小野公民館の facebookページを開設しました。
是非ご覧ください。 QRコードからすぐにアクセス！→f

両事業とも新型コロナウイルス感染防止のため
中止又は延期する場合もあります。


